
小節番号
第４楽章の冒頭から数えて何
小節目かを示します。この例で
は２４２小節目を示しています。

仕切り線
楽譜の段が分か
れていることを示
します。このペー
ジの例では4段に

分かれていること
になります。

仕切り線
楽譜の段が分か
れていることを示
します。このペー
ジの例では4段に

分かれていること
になります。

仕切り線
楽譜の段が分か
れていることを示
します。このペー
ジの例では4段に

分かれていること
になります。

小節
縦の線で仕切られている、この
マス一つが１小節になります

楽譜の進み方

各段の一番下の譜面は、
ピアノ（オーケストラ）
パートの楽譜です。

練習記号
練習の際、指揮
者が指導し易い
ようにアルファ
ベットが記され
ています。

ソリストパート
カタカナ表記の
ない歌詞の部
分はソリストの
パートです

パート指示
各パート名が記
されています。こ
の例ではBass
（バス）パートに
なります。

Sop. ソプラノ
Alt. アルト
Ten. テノール
Bass バス

楽譜の読み方講座 その１

こんにちは、お髭の事務局長 中央区交響楽団の堀内です。
いよいよ中央区第九の会合唱団の練習が始まりましたが、楽譜の読み方っ
て難しいですよね。そこで、実際皆さんがお使いの楽譜のページを例に、楽
譜の読み方について解説したいと思います。その第１段です。

P11の例

お髭の事務局長

責任編集



以下オーケスト
ラ（ピアノ）のみ
の演奏になる
ので、仕切り線
はありません
が、楽譜の段
が分かれてい
ます。この例
（このページ）
では、４段に分
かれています。

練習記号
練習の際、指揮者が指導し易いように
アルファベットが記されています。ここ
は、練習記号 『Ｋ』 になります。

コラム 練習記号・小節番号の使い方

指揮者や指導者は、練習を円滑に進めるために、次にどこから演奏し始めるかを、『練習記号』や『小節番号』
を使って指示します。例えば、上の楽譜の例の場合 『429小節目からお願いします』 と言われたら、このペー

ジの最初から演奏ことになります。 また、『Ｋの前 ２小節』 と言うこともあります。 これは、練習記号『Ｋ』の
２小節前から という意味なので、 『429小節目からお願いします』 というのと同義になります。

また、練習記号のアルファベットは、分かりづらい場合があるので（例えば 『Ｂ』と『Ｄ』 や 『Ｐ』と『Ｔ』など）、
練習記号『Ｂ』を指定する場合、『ベートーベン Ｂ から お願いします』 とか 『ドイツ Ｄ から お願いしま
す』といった感じに、その記号が頭文字になるある単語を用いて分かりやすく指示する指揮者もいます。
（中には、ビール好きの指揮者は、『バドワイザー Ｂから』 とか 『キリンビール Ｋから』 『モルツ Ｍから』
と いった感じで 何とかビールの銘柄で統一される方もいます。【笑】）

以下オーケスト
ラ（ピアノ）のみ
の演奏になる
ので、仕切り線
はありません
が、楽譜の段
が分かれてい
ます。この例
（このページ）
では、４段に分
かれています。

以下オーケスト
ラ（ピアノ）のみ
の演奏になる
ので、仕切り線
はありません
が、楽譜の段
が分かれてい
ます。この例
（このページ）
では、４段に分
かれています。

ここが合唱パート
になります。

ここはソリストの譜
面になります。

P２４の例



ここが合唱パート
になります。

ここは、５２５小節
目です。

ではここは、何小節
目でしょうか？
答えはこのページの
下にあります

【答え】529小節目

P２７の例

コラム 自分のパートを蛍光ペンで塗ってみては？

今回のベートーベンの第九の楽譜は、ソリストのパートが4部、合唱パートが4部、そ
してオーケストラのパート（ピアノ）が2段 と 大変複雑な構成になっています。

そこで、ご自身のパート つまり、歌う場所を蛍光ペンなどで塗っておくと分かりやす
いと思います。
どこが自分の歌うパートか迷われる方は、塗る前に、同じパートの方や、指導者の
先生にお聞きになってみてください、

バスパートの方な
ら こんな感じに
塗ってみては？

オーケストラが演
奏するところは、こ
のように楽器名が
記されています。こ
の例でのHr.はホ

ルンのことです。

詳しくは楽譜の３
ページを見てみて
ください



P５３の例

このページのよう
に、左側が縦に線
が引かれている場
合は、１ページ１段
の楽譜になります。
左から右に一緒に
進みます。

この例では、上４つ
の五線が、ソリスト
のソプラノ、アルト、
テノール、バリトン
のパート
そして、その下の４
つの五線が、合唱
のソプラノ、アルト、
テノール、バスの
パート
最後下２つの五線
が、オーケストラ
（ピアノ）パートにな
ります。

多くのページは大体２
段構成になっています。

ページによって段数が
異なるので、気をつけ
ましょう。

コラム 音楽記号を覚えましょう （強弱記号）

楽譜には、音楽記号と呼ばれるものが多数現れます。その意味を覚えて、表現に
生かしてみてはいかがでしょうか？ 今号では、少しだけ強弱記号について解説
をしたいと思います。

ｆ（フォルテ） イタリア語で『強く』の意味です。音量を大きくの意味にもなります。
ｐ（ピアノ） 弱くという意味です。 音量を小さくという意味にもなります。
mｆ（メッゾフォルテ） メッゾ（メゾ） mezzoはイタリア語で『半分の』という意味になります。

ですから、ｆの半分の強さということですね。
ｍｐ（メッゾピアノ） これは、ｐの半分という意味にはならなくて、中ぐらいに弱く つまり

やや弱くという意味になります。 難しいですね
ｐｐ（ピアニシモ） や ｆｆ（フォルティシモ） ｐｐはｐよりさらに弱く、ffはｆよりさらに強くということになります。

ですから ｐｐ ＜ ｐ ＜ ｍｐ ＜ ｍｆ ＜ ｆ ＜ ｆｆ という順番になりますね。

sf. sfz. （スフォルツァンド、スフォルツァート ） というのもあります。

この記号が付いた音符に 『突然強いアクセントをつけて』 という意味になります。

イタリアでタクシーに乗って、
ドアを半ドアで閉めると、タ
クシーのおじさんに『フォル
テ！！』（強く閉めて） と言
われるそうです。【笑】


